
令和４年１０月１５日発行

発行人：合同会社ハコイチ

ハコイチ新聞

金継ぎやってみました！

おいしそうなパンの香りに誘われてたどり着いたのは、本屋さんの二

階。北海道産の小麦粉を使った、もっちり・しっとり・ぱりっとの３拍子

で粉を深～く味わうパン。ドリン

クやスイーツも充実なので、いつで

も利用しやすいカフェです。

「カフェキューブリック」さんでランチ

徒然ハコイチその２（ハコイチ初期編）

２０１０年の７月、第一回目のハコイチ。出展してくれた作家さ

んの一人が今はハコビル一階のお菓子屋さん「こぐまや洋菓

子店」さんでした。節目の誕生日をこぐまやさんのケーキでお

祝いしたので、少し昔を振り返ってみます。大阪から帰福し、手

づくり市を始めようと思ったものの何のコネもなかった私。福

岡で活動してる作家さんのHPやブログを見つけては、メールで

お誘いしました。こぐまやさんもその一人。箱崎で手づくり市

を開催したいのでぜひ出展してほしい…と面識もない人から

のいきなりのメール。なのに皆さん出展してくださって…感謝し

きりです。第一回目の会場はハコビル二階だけ。二日間合わせて２３名の出展でした。とにかくハコイチの存在を知ってもらおうと、

本を片手にＨＰを作り、フライヤーを作り、会場を掃除し…。誰か来てくれるのかなあと不安を抱えてポスティングした数千枚のフラ

イヤー、そうして迎えた当日。素晴らしい作家さんたちのお力添えにより、想像よりもはるかに多くのお客さまに来場いただいた初め

てのハコイチ。あれから１２年が経っているなんて驚きです。当日はとにかく暑かったのを覚えています。お祭り気分を盛り上げよう

と着ていた浴衣がぐしょぐしょでした。エアコンはもちろんなくて、のれんもなくて、今のハコイチと違ってないないづくしでしたが、

ハコイチの原点である人と人、人とものが繋がる空間は確かに存在しました。新しい試みだったのでテレビや新聞、ラジオの取材も

受けました。新聞記事はだいぶ美化されていて照れくさいですが、詳細をＨＰにアップしています。産

休と育休をはさみつつ、毎月毎月開催してきて、今月で１３１回目です。長いようであっという間の時

間に、たくさんの作家さんをはじめ、多くの方とハコイチを通じて知り合うことができました。おかげ

さまで私の人生がとても豊かになっています。

小さな頃からものづくりが好きで、興味もあっ

たのですが、自分はものづくりに向かないタイ

プでした。でも手仕事が好き…なのでものづ

くりをする人と知り合えて、素敵な作品と出会

えて、サポートもできる…という今の仕事は毎月ワクワクでしかありません。

ハコイチに関わってくださっている皆さま、本当にありがとうございます。

ハコイチという空間を楽しんでいただけるようにこれからも頑張ります！

やったことないことはなんでもやってみよう！と、金継ぎをやってみました。割っ

てしまったお気に入りの器をよみがえらせるぞ…！まずは金継ぎキットを某

Amazonさんで買うところから。届いたキットの中には、初めて見る材料、道具ば

かり。お、漆だ～とテンションを上げながら取説片手に、まずは泣き別れになっ

てしまった器を一つに戻します。漆と小麦粉を混ぜて麦漆という天然の接着

剤を作り、器同士をくっつけます。途中ずれたりするハプニングもありつつも、

苦戦しながらもどうにかすべてのパーツをつけることができました。ここから２

週間ほど漆室の中で漆を乾燥させます。乾いたところで、いよいよ金粉の出

番！練弁柄漆を塗った上に

蒔いていきます。そうすると

ほら、真っ二つに割れた器

がまた新しい姿になって使

えるようになりました！やっ

たー！

カフェキューブリック
福岡市東区箱崎１丁目５－１４ ２Ｆ

水～金11：00～17：00（LO 16：30）

土日祝11：00～18：00（LO 17：30）


